
２００３年４月１６日(水) 第２９回澤井河川塾 

 

 年度初の河川塾は，４月３日(木)に淀川の樟葉地点「ワンドの見学」・毛馬地点「木工沈

床工事の見学」でのフィールドワークの報告ならびに「自然再生法とはなんぞや？」の２

点がお題でした． 

  

第１部：４月３日(木)に淀川の樟葉地点「ワンドの見学」・毛馬地点「木工沈床工事の見

学」でのフィールドワークの報告(報告者：西河さん)． 

 

河川塾の場では，フィールドワークで西河カメラマンさんが撮られた画像を見ながら説

明をしていただいたので，大変理解しやすかったです．議事録は小川が多少脚色していま

すのでご了承ください． 

 

 淀川にてワンドを作った目的は「航路の確保」だということだそうです．航路を確保す

るために水路を狭くし，ワンド内では流れの速度が遅くなるので船を安全に岸に着けられ

るということだそうです．ワンドについての詳しい説明ならびにワンドを作る際に用いら

れた工法については，http://www.yodogawa.kkr.mlit.go.jp/shizen/wando/wando.htmlを参

照してください！！昔の淀川には多数のワンドが存在していましたが，現在では下図にあ

るだけになっています． 

 

 
 

昔，多数あったワンドが現在これだけの数になった原因は，大雨が降ったとき出来るだけ

早く水を海に流してしまおうということからだそうです．そして現在は，生態環境を考慮

して再びワンドを復活させようと，樟葉に２つのワンドが出来ました． 

１つ目のワンド「１号ワンド」は，本川とは遮断されており大雨のとき以外は，浸透流

によって水の行き来が行われています． 

２つめのワンド「２号ワンド」は，本川とつながっており絶えず水の行き来があります．

また，１号ワンドと異なるのは，図１からも分かるように年に２２日程度水に浸かる

所にくぼ地を設けていることです．これは，魚が卵を産みやすいようにとの配慮から

されているとのことでした． 



 

会議で出た意見ですが 

 Q1：図２の表には底生生物が記入されていないことから，形だけ再現させてもダメで

はないか？ 

Q2：図３から陸化してきたときの管理体制はどうなっているのか？ 

Q3：樟葉地区では今後ワンドの再現は進んでいくのか？ 

 A（Q3について）：京都大学防災研究所で実験を行っており，その結果よりワンドが増

えていくのかが決まるとの事だそうです． 



 

図１ ワンド平面図と横断図 



 
図２ １号ワンドの魚類調査結果 



 

 

図３ １号ワンドの変化様子 

 

図 1・2・3 清風学園 紀平 肇 先生より提供 

 

 



毛馬地区「木工沈床」については，国土交通省よりもらった資料を載せますので参考に

して下さい！ 

参考までに 

 丸太は 京都の森林組合より購入 

 石 は 名塩の物を使っている 

 

 丸太は絶えず空中または水の中にある場合は，腐らないそうです．毛馬地区では水際

に用いているため腐りやすく腐ってぼろぼろになったらどうするのか？ 

 

木工沈床の中に入れる物は石の変わりにコンクリートガラを入れることもあるそうです． 

 

との意見がありました． 



 



 



 



 



 



第 2 部：自然再生法について 

    次回の河川塾までに各自配られた資料等に目を通し勉強しておくとなりました． 


